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した。Insulin-like growth factor (IGF)-1 は、神経幹細胞や神経前駆細胞の増殖を促進する
ことが知られている。脳室下帯に隣接した線条体に IGF-1 徐放化製剤または同量の IGF-1 
を含む溶液を投与し、局所注入 1 週間後の脳室下帯において、新生ニューロンのマーカーで





質に梗塞巣が生じるモデルを用いた。Hepatocyte growth factor (HGF) は、脳室下帯におい
て神経幹細胞や神経前駆細胞の増殖を促進することや、産生された新生ニューロンを誘引す
る作用があることが知られている。そこで、脳室下帯から線条体へ新生ニューロンの移動が













































MCAO 後 11 日目の線条体に、徐放化していない HGF 溶液、または、HGF 徐放化製剤
を投与し、1 週間後の線条体において、 DCX 陽性細胞数、または、脳室下帯の Ki67 
陽性細胞数を定量した。 
















を行った。次に、第 1 副査 (浅井清文教授)から「脳梗塞後の脳に薬剤を注入した時
期を選んだ理由は何か」など論文に関する 6 項目の質問を行った。その後、第 2 副
査 (澤本和延教授) から「再生医学の分野で現在議論されている倫理的な問題につい
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